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近年⻭科業界に於いて、まだ完全ではないながらも CADCAM システムを応⽤した⻭科技
⼯が全体的に浸透しつつある状況と⾔える。そしてそれに伴いチェアサイドでも⼝腔内 
スキャナー(IOS)にて採得されたデータを元に補綴装置を製作する機会が年々増加傾向に
あり、今後も増加の⼀途を辿ると予想される。しかしながら欧⽶諸国に⽐べ IOS の普及率
はまだ低く、IOS 関連の⽂献、セミナー等も徐々に増加傾向にはあるが、まだ⾝近な臨床上
での経験値と情報量が不⾜しているのが現状である。そしてその事が起因し臨床に於いて
何かしらのエラーが起こり再製作に⾄る場合がある。そこで今回は臨床上でのエラーを回
避する為の勘所を、シロナコネクト・3D プリンター等を⽤いた実際の臨床例をもとにチェ
アサイド・ラボサイドの両観点から探っていきたいと思う。 
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